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顕微鏡下の岩石

�

解説片田正人撮影正井義郎

領家変成岩

垂

領家変成帯については今さら説明することもたいで

あろう.広域変成帯として延長600km以上にわたって

分布するもので南に三波川変成帯と中央構造線をへだ

てて相対している.変成作用の性格は代表的た低圧

･高温型のものでしたがってその性格は日本の多くの

接触変成作用÷熱変成作用にきわめてよく似ている.

ちょうど多くの接触変成帯の変成度の勾配を何10倍がゆ

るくした変成帯だと思えば変成鉱物の種類たどはよく

あたっている.

露出面積が広いからいろいろの変成岩が見られる.

ここではいささか古い資料であるが私がかつて研究

した木曾山地の泥質岩起源の変成岩を紹介する.木曾

山地は領家変成帯としてはやや異質で高変成度の片磨

岩もあるがそれよりもむしろ変成度も再結晶の程度

も低い岩石が広く分布しそれが非変成岩まで連続して

いる.つまり領家帯のすそのがゆるやかに広がってい

る地帯である.

大きくみると全体でI･1I･皿の3帝に変成分帯さ

れる.非変成帯からI帯にかけては一見して平凡た

古生層であってとくに千枚岩や典型的次スレｰトが発

達しているわけではたい.一脚こは“スレｰド(粘

板岩)と呼ばれているが決してスレｰト舞開が顕著に

発達しているわけではたい.世界的な標準からすれば

むしろ“頁岩"に近いのではなかろうか､このように

I帯ではかなり変成度が進んでも変成岩らしい外観を

示してこたいがしかしn帯になるとしだいに再結

晶作用が進んで雲母片岩が発達する.ただし片理の

弱い部分もありその部分はホノレンフエルス組織を示す

ので一括して片状ホルンフェルスと呼ぶ人もある.

皿帯は雲母片岩抵いし片磨岩を在る.

写糞①は非変成帯の泥質岩である.砂層粒の石英

･長石などとともに多数の炭質物がびまんしている.

炭質物が比較的よく本来の形を残していること石英･

長石粒がお互に直接接していないことが特徴である.

もちろん最初の変成鉱物コ黒雲母は生じていない｡

上にスレｰト勢開は少たいと書いたが非変成帯から

領家帯最外線部一最低変成帯部にかけてはそれでも

若干目立っている(変成度が高くなると再結晶作用のだ

写真①

非変成据頁岩偏光板オｰプン

(長野県末賃郡薮原北西昧暇川上流)

白色粒状寧)もの:巧英･長石

自色で細長いもの:白雲僻

黒色のもの:炭質物�
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的なものである.構成鉱物は石英曲斜長着一カジ長

石･黒雲母･白雲母1婁青石･珪線石などである｡こ

の写真では黒雲母以外は見にくいので一部を拡大して

みると(写璽⑨)いくつかの鉱物か譲別される､毛状

の瑳線石が特徴的でのっぺりした糞青石に包有されて

いる.珪線石一はこのように童青石中だけにみられる例

が少なく次い.糞青石は石英ときわめてまぎらわし

いがふつうは特有の変質作用をうけてレ･ること1こよっ

て区別される.この写真の場合は変質作用をうけた

部分は少ないが石英が微細な包有物を持っていること

で両鉱物は区別される(この写真はピントを少しずらし

てあるのでいっそうはっきりする.これはカリ長石

の場合でも同様である).カリ長石は屈折率が低いこと

によって簡単に区別される.

(繁者らは地質部･企画室)

写真⑳鄭聾疑者が斑状の雲母片幾(笈擦)

偏光板オｰプン

(長野爆上餅郷郡戯郷繭酌㎞i)

暗色のものがカ員髪雇二万肉の片理カ:みられる

鉱物組成は⑱告こほぼ同様

写真⑧片鱗砦

鰯地板斜交

(長野繰上餅郷郡駒ガ穣繭醐王㎝)

黒奮:黒雲縁

白色～汲亀:菊糞虫斜授看咀漁リ長篠噛祷脊瑳線為

響鄭籔

蟻⑳部分

偏尭籏素榊プノ

逐:黒雲綴｡:義青石

隷1王:褒質した部分

笈:諦簑媛看P:斜長石

蔓:薦英憲:瑳縁石�


